
現在は革新的な情報通信技術によって社会のパラダイム
が大きく変わる変曲点なのかもしれない。この巻頭言では
そのような変化の渦中において，革新的技術と社会の適応
について考察してみる。

先般，東京の国立科学博物館で「日本を変えた千の技
術展」という興味深い特別展が開催された。幕末以降の西
欧の科学技術の受容および発展の様子を多くの実物展示
によって概観するものだった。一般の通念では封建制度の
暗黒時代は幕末以降の西欧文化の怒濤によって一変したと
いうところだろうが，展示の冒頭で幕末の寺子屋（関東では
手習師匠）では既に「窮理」を庶民の子弟に教えていたこと
が示されていた。窮理とは当時の科学技術を支えた物理学
や天文学などを指すが，塚原渋柿園という文学者が残した
著書によると，安政年間には既に天体の運動については子
供でも知っており，黒船にもさして動転しなかったという。
塚原の言葉によると，これは文禄期以来の旺盛な日本語へ
の翻訳意欲と木版による出版技術という下地があったため
で，一般庶民まで読み書き算盤ができるという厚い文化的
中間層が出現していた。このような布石があったために，幕
末からの急激な新知識の奔流にも日本の社会は何とか対応
できたのではないかと考える。

このようなパラダイムシフトへの適応は，皇国史観から米
国流民主主義へと体制が一変した昭和にも見ることがで
きる。正史に現れる価値観は従来とは正反対になったもの
の，多くの個人にとっては戦前と戦後は決して不連続では
なかったことが様 な々記録に描かれている。風土が人を作り
人が社会を作るという関係性を考えれば，納得できる。
「技術」という言葉への省察が度々必要になるとハイデッ

ガーは言う。しかし同時に，危機を訴える叫びは次第に沈
黙しがちになるとも言う。ロンドンの科学博物館には，かつ
てキボキアン氏が製作した自殺幇助機「タナトロン」の展示
がある。これは殺人か自殺かという法的に大きな差異をテ
クノロジーによって曖昧にする装置だが，観覧する老若男
女は衝撃を受けながらも科学技術の派生形を目の当たりに
し，深く考える風情である。再びハイデッガーの箴言である
が，技術を中立なものと見るとき我々は盲目的になると。多
くの人々は，とりわけ技術者は，テクノロジーは明るい未来
を導く善なるものと認識するが，理想とする社会の大局観と
テクノロジーを制御する自制心がなければ，恐ろしい結果を

もたらす。これは人間の感覚を超えた大規模破壊兵器で人
類は学習しているはずだが，今回の情報化社会へのパラダ
イムシフトはそれ以上のインパクトが予想されるものの，理
解がおよんでいない。

交通や物流の高速化や都市の高密度化は「程度の問題」
であり，社会の順応は不可能ではなかった。ところが，長年
ＤＮＡに刷り込まれてきた全てが質量や慣性力を持つ世界
から，厖大な情報が飛び交い価値観が瞬時に生成されてし
まう世界への一足飛びの変化は，全く未経験である。情報
化社会への大きなシフトに対して，果たして現代人はそれ
に適応する下地を持ち合わせているだろうか。幕末と昭和
の大きなギャップを乗り越えてきた日本人は，否，今や日本
だけでなく一蓮托生の世界の人々においても，今回のシフト
を無事に乗り切る素養の構築を真剣に考える必要がある。

我々が望む未来とは何か。それは人生の喜怒哀楽から喜
と楽だけを抽出した平板で欺瞞的な社会であろうはずがな
い。地球環境よりも人間社会の洞察なくして次のパラダイム
をかたちづくるテクノロジーの創造はあり得ない。
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